
学校行事などの関係で下校時間が変

更になる場合がござます。詳しくは、

学校だよりをご確認ください。 

桜井中学校１年生だより 

『いっしん』～一進、一心、一新、一身、一振～ 

令和 6年５月１日 

テストに向けて 

みんなが笑顔で自然教室を楽しめるように、それぞれができることを頑張った三日間。「あたりまえ」と

は何かを自然教室で学び、感謝の気持ちをもって学校生活を送る姿から、学年目標の「いっしん」を大切

にし、自らを高めようとする意識を感じています。 

 さて、6月には中学生になって初めての定期テストが待っています。目標に向かって自分のペースで前

へ前へと進んでいく姿、「一進」の姿を見られることを期待しています。まずは自分に合った学習法を探す

ために、いろいろなやり方を試してみましょう。 

学習には「方法」とともに、「どうやって自分をコントロールするか」を考えることがとても大切です。

やる気が出ない時も、どうやったら自分のモチベーションが上がるのか考えてみるとよいでしょう。初め

てのことで不安も多いと思いますが、自分の出せる力を全力で出し切りたいものです。 

保護者の皆様におかれましては、お子さんとの対話の機会を設けていただき、努力を認め、応援してい

ただけたら幸いです。保護者の皆様の声かけが、お子さんにとって大きな力になると思います。これから

も、第１学年の教育活動にご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

  

自然教室の思い出 

 

 

 

 

 

 

 

〇部活動について 

６月４日以降は本入部になります。部活動に入部する生徒は、各部活動 

の活動予定表に記載された下校時刻をご覧ください。（紙もしくは、Teamsの配布になります） 

部活動へ入部しない生徒の下校完了時刻は、基本的に以下の通りです。 

・月曜日…１４：５０ 

・火曜日・水曜日・金曜日…１５：５５ 

・木曜日…１５：４０（清掃がないため）  

※6月13日は1年生のみ午前3時間授業となり、給食がありません。よろしくお願いします。 

 

桜井中学校１年生だより 

『いっしん』～一進、一心、一新、一身、一振～ 
令和 6年６月１日 

 



自然教室を終えて 

私が自然教室を終えて学んだことは、協力することや役割を分担するということです。いつものように指示

が来るのを待つのではなく、みんなと次にすることを話し合ったり、しおりを見て行動したりと班⾧中心で

動きました。当たり前のことはやるのも当たり前だと考えていたので、すべて自分でやるとなると分からな

いことがたくさんあり、いつもの当たり前に感謝しようと思いました。 

                                       A 組 

僕は自然教室で学んだことが二つあります。一つ目は時間を守ることです。今回 B 組はほかのクラスを待た

せてしまっていることが多かったので、これからベストを目指すためにもしっかり守りたいです。二つ目は

色んな人への感謝です。主任の先生が言っていた「当たり前の反対はありがとう」のように、いつも当たり

前のことは色んな人の支えで出来ていることを忘れずにこれから過ごしたいです。 

B 組 

私が自然教室に行って思ったことは、みんなの絆が深まったと思いました。一番心に残ったのは、当たり前

の反対を教えてもらったことです。私はいつも家事は親がやって当たり前だと思っていて、親にありがとうを

伝えることができていませんでした。なので、いつものありがとうを含めて、これから家事を積極的にやり

たいです。親に頼ってばかりではなく、自分でできることは自分でやっていこうと思いました。 

C 組 

私が考えた当たり前の反対語は「努力」でした。誰かが努力をしないと、当たり前はできないと思ったから

です。正解ではなかったけれど、先生の「有難う」にも少しつながっていると思いました。いっしんについ

ては、あまり考えて過ごすことができなかったけれど、今回の自然教室にふさわしいいっしんは「一心」

「一身」「一新」だったと思います。 

Ⅾ組 

私は自然教室に行き、もっとクラスの仲間とぎゅっと距離が縮まった気がしました。あまり会話をしたこと

がない子とも少しだけ喋ることができ、すごく嬉しかったです。2 日目の自炊では、班の仲間と具材を切っ

ている間に、班の男子全員で鍋の具合を確認してくれていたおかげで、美味しいうどんができました。家で

食べるうどんとは一味違い、班のみんなと楽しく協力し合って作ったのですごく美味しい味でした。 

Ｅ組 

僕は自然教室で、一人では絶対に生きていけないと改めて実感しました。自然教室では助け合ったり、協力

してご飯を作ったりと一人では絶対にできないことばかりでした。最初は一人一人の協力か絆を深めたりす

るものが一心だと思いました。しかし、みんなと協力して布団を運んだり、敷いたり、人狼ゲームをしたり

することが一心だと分かりました。 

F 組 

自然教室で学んだことは自然を大切にすること、仲間を大切にし、協力することです。自分たちが一生懸命

頑張ったからこそ当たり前なことにも感謝ができました。一番楽しかったことは、料理を作ったことです。

料理をみんなで作ったからこそ、早くできて、世界一美味しいご飯が作れたんだと思います。感謝の気持ち

を忘れずに何かしてくれたら「ありがとう」といえるようにしたいです。 

G 組 

⾧野県にある茶臼山に自然教室に行きました。みんなで夜ご飯を作ったり、キャンプファイヤーをしたりし

ました。一番思い出に残っているのは、茶臼山ハイキングです。先生の話を聞いてから、班のメンバーとハ

イキングに出発しました。山道を登るのは大変でしたが、頂上の景色がきれいでした。とても楽しい自然教

室になりました。 

I 組 


